









































































































































































































































































































































































































































































ⅰ　同 報 告 書（Document1A:U.S.NationalSecurityCouncil,NetEvaluation
Subcommittee,“TheManagement andTermination ofWarWith theSoviet
Union”,15November1963）は、インターネットを通じて入手（2017年４月12日）。
掲載しているサイトの名称とアドレスは、つぎの通り。TheNationalSecurity
Archive,The GeorgeWashington University,U.S.Planning forWar in
Europe,1963-64,National Security Archive Electronic Briefing Book
No.31,Published-May24,2000,EditedbyWilliamBurr,http://nsarchive2.gwu.
edu/NSAEBB/NSAEBB31/.
ⅱ　そのシナリオは、1962年８月１日に発効した単一統合作戦計画1963（TheSingle
IntegratedOperationalPlan1963以下SIOP-63と略記）の中の主要な攻撃目標オ
プションを利用している。SIOP-63は、アメリカの戦略核戦争計画で、今日にい
たるも依然秘密である。SIOP-63は、アメリカにつぎの五つのオプションを順次
与えようとした。
（１）　ミサイル･サイロ、爆撃機基地、潜水艦基地などのソ連の戦略核発射基地への
核攻撃。
（２）　米爆撃機の侵攻経路上の防空陣地など、都市から離れた地域にあるソ連の一般
目的戦力への核攻撃。
（３）　都市近郊に配備したソ連の軍事力や軍事産業への核攻撃。
（４）　ソ連の指揮・統制センターや指揮・統制機構への核攻撃。
（５）　最後の手段として実施する、ソ連の都市・産業目標への全面核攻撃。
　　　1962年６月16日、マクナマラ（RobertS.McNamara）国防長官は、「核戦争に
おける主要な軍事目的は、敵の民間都市住民の殺戮ではなく、その軍事力の破壊
にある。
　　…これによって、われわれは潜在的な敵国に対してアメリカの都市への核攻撃を
思い止まらせる強力な動機を与えようとしているのである」と演説した。丸山浩
行『核戦争計画―米ソ戦の研究なしに平和は語れない』（亜紀書房、1985年）97
頁参照。
（本学非常勤講師）
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